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西方寺のサザンカ さいほうじのさざんか

94

市指定
所在地：今田町今田新田

雲部車塚古墳 くもべくるまづかこふん 所在地：東本荘

サザンカは本州、四国、
九州、琉球諸島の林の中
で、低木層に混じって生
える。ツバキ科に属する
常緑木で、江戸時代の初
めから多くの園芸品種が
育成され、花色にも変化
が多い。
当サザンカは西方寺境
内で生育しているもので、
地表面より0.8ｍの位置で
幹が数本に分岐し、枝を
横方向へ伸ばしている。
花は11月頃に咲き、花弁
は紅色である。
県下でも有数の巨木で、
手入れが行き届いている
ため樹勢も旺盛である。

古墳時代中期（5世紀）
前半に築造された、大規
模な前方後円墳である。
周濠を巡らす定型化した
墳形を持ち、埋葬主体に
長持型石棺を用いている。
また、頸鎧、短甲、衝角
付冑等の武具、また刀剣、
鉾、鉄鏃等の多量の武器
を副葬していた。
古代の丹波地域の政治
的体制及びヤマト王権と
の関係を探る上で欠くこ
とのできない古墳である。
明治33年に、宮内庁によ
って陵墓参考地となった。
全長140ｍ。


